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敬老会
は楽し

…
敬老会

は楽し
…



２

▲ かわいい踊りを披露した西越保育園園児▲ 練習の成果を披露する戸来保育園園児

▲ ＴＭＯ（とも）クラブのメンバーの新舞踊

▲ 謝辞を述べる
　 鹿島亀男さん（右）

▲ 赤十字奉仕団員の踊り ▲ 飛び入りで手踊りを披露するお年寄り

　
お
年
寄
り
の
長
寿
を
祝
う
敬
老

会
が
９
月
12
日
、
美
郷
館
で
開
催

さ
れ
、
75
歳
以
上
の
対
象
者
５
８

８
人
の
う
ち
１
９
０
人
が
元
気
に

出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
須
藤
村
長
が
あ
い

さ
つ
を
し
、
横
田
議
長
ら
が
祝
辞

を
述
べ
た
後
、
出
席
者
を
代
表
し

て
鹿
島
亀
男
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
続
い
て
、
五
戸
警
察
署

の
中
里
戸
来
駐
在
所
長
が
交
通
安

全
講
話
を
し
、
お
年
寄
り
ら
に
急

増
し
て
い
る
夜
間
の
交
通
事
故
防

止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
戸

来
・
西
越
保
育
園
園
児
の
踊
り
や

赤
十
字
奉
仕
団
員
ら
の
踊
り
が
披

露
さ
れ
る
と
、
お
年
寄
り
が
出
演

者
に
ご
祝
儀
を
は
ず
ん
で
い
ま
し

た
。
お
年
寄
り
の
中
に
は
若
い
者

に
は
負
け
ら
れ
ぬ
と
ば
か
り
に
、

飛
び
入
り
で
民
謡
を
踊
る
お
年
寄

り
も
い
て
、
会
場
か
ら
盛
ん
な
拍

手
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

75歳以上のお年寄り190人が出席
90歳以上の高齢者は54人
100歳以上の高齢者は２人

75歳以上のお年寄り190人が出席
90歳以上の高齢者は54人
100歳以上の高齢者は２人
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私
は
若
い
と
き
か
ら
肉
を

ほ
と
ん
ど
食
べ
ま
せ
ん
。
今

は
野
菜
に
お
つ
ゆ
を
食
べ
て

い
ま
す
。
70
歳
ぐ
ら
い
か
ら

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
始
め
、
近

く
の
公
園
に
週
１
回
金
曜
日

の
午
後
、
仲
間
７
〜
８
人
が

集
ま
っ
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を

し
て
い
ま
す
。
冬
は
室
内
で

や
り
ま
す
。
そ
こ
の
公
園
は

役
場
の
土
地
で
す
が
、
草
取

り
は
私
達
年
寄
り
が
年
３
回

自
分
た
ち
で
や
っ
て
い
ま
す
。

除
草
剤
だ
っ
て
３
回
も
か
け

る
ん
で
す
よ
！

　
週
１
回
、
温
泉
（
新
郷
温

泉
館
）
に
行
く
の
が
何
よ
り

楽
し
み
で
す
。
そ
こ
で
、
み

ん
な
と
世
間
話
を
し
て
情
報

交
換
す
る
ん
で
す
。

福田　ヨシさん
（89歳）

前山ハツエさん
（87歳）

間木　幸男さん
（84歳）

古井　きわさん
（87歳）

　
長
生
き
の
秘
訣
は
好
き
な

も
の
を
食
べ
て
、
好
き
な
こ

と
を
し
て
い
る
か
ら
か
な
？

今
は
ニ
ン
ニ
ク
の
種
を
こ
ぼ

が
し
て
い
る
し
、
草
取
り
や

ナ
ガ
イ
モ
の
種
づ
く
り
も
任

さ
れ
て
い
る
よ
。

　
私
は
ネ
コ
５
匹
を
あ
ず
か

っ
て
（
飼
っ
て
）
い
る
ん
だ

け
ど
、
そ
れ
が
一
番
の
楽
し

み
。
ネ
コ
に
は
名
前
が
つ
い

て
い
て
、
「
ク
ロ
、
サ
ン
ケ
、

ト
ラ
」
な
ん
て
ネ
コ
の
名
前

を
呼
ぶ
と
、
ネ
コ
が
自
分
の

と
こ
ろ
へ
寄
っ
て
く
る
ん
だ
。

今
日
は
こ
こ
に
き
た
甲
斐
が

あ
っ
た
、
あ
り
が
っ
と
！

　
私
は
食
欲
旺
盛
で
、
な
ん

の
肉
で
も
食
べ
ら
れ
ま
す
。

１
日
に
村
の
中
を
何
度
も
歩

い
て
、
村
の
人
た
ち
と
し
ゃ

べ
る
の
が
楽
し
み
。
そ
れ
に
、

毎
週
火
曜
日
に
温
泉
に
行
っ

て
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
楽
し

ん
で
ま
す
。

　
長
生
き
の
秘
訣
と
い
わ
れ

て
も
、
と
に
か
く
自
然
に
生

き
て
ま
す
。
私
は
牛
肉
と
か

を
食
べ
る
と
ジ
ン
マ
シ
ン
が

で
る
の
で
、
肉
は
ほ
と
ん
ど

食
べ
ま
せ
ん
。
そ
う
そ
う
、

70
歳
く
ら
い
か
ら
、
栄
養
剤

は
１
日
１
本
飲
ん
で
る
か

な
？！

　
一
番
の
楽
し
み
は
、
自
分

の
山
に
行
っ
て
雑
木
林
を
見

る
こ
と
で
す
。
私
は
45
歳
く

ら
い
で
車
の
免
許
を
取
り
ま

し
た
が
、
今
で
も
八
戸
市
ま

で
自
分
で
運
転
し
て
行
き
ま

す
。
温
泉
だ
っ
て
、
自
分
で

運
転
し
て
い
き
ま
す
よ
。
妻

は
自
宅
の
風
呂
で
満
足
し
て

い
る
よ
う
で
、
私
一
人
で
行

く
ん
で
す
。

▲ お年寄りを楽しませた戸来保育園園児の踊り▲ 衣装をそろえて踊りを披露する赤十字奉仕団

▲ そろいの半天で踊りを披露する厚生グループ職員

か
　
い

はんてん



５　広報しんごう　H18・10 ４

２６億５,２６９万１千円
平成 17年度 一般会計決算額

２６億５,２６９万１千円

国 民 健 康
保　　　険

４億
４，７１２万９千円

４億
２，７０７万８千円

１億
２，０７５万９千円

１億
1,00９万３千円

４億
１，６９９万５千円

２億
１，３３７万７千円

０千円

３，５１３万９千円

１億
２，０７５万９千円

９，９６７万４千円

４億
１，６９９万５千円

２億
１，３２８万８千円

０千円

３，５０２万３千円

国 民 健 康
保険診療所

簡 易 水 道

老 人 保 健

特 定 環 境
保 全 公 共
下　水　道

公 共 用 地
先 行 取 得
事　　　業

農 業 集 落
排 水 事 業

３億
４，８３５万１千円

３億
３，８１４万３千円

介 護 保 険

平成17年度　特別会計決算

平成17年度決算額　26億5,269万１千円

総　務　費

民　生　費

衛　生　費

農林水産業費

商　工　費

土　木　費

消　防　費

教　育　費

災害復旧費

公　債　費

そ　の　他

３億4,166万２千円

４億9,855万６千円

１億9,166万８千円

３億1,262万９千円

１億2,937万８千円

２億7,191万７千円

１億1,341万５千円

２億0,551万８千円

１億3,586万９千円

６億7,108万円

6,599万９千円

歳 出

総 務 費 ３億4,166万２千円

消 防 費
１億341万５千円

土 木 費
２億191万７千円

商 工 費
１億2,937万８千円

衛 生 費
9,166万８千円

●老人保健対策費
（癌検診委託料　他）

878万８千円

●環境衛生費（ゴミ収集等
委託、し尿処理負担金、
ゴミ処理負担金　他）

2,629万９千円

●老人医療対策費
（老人保健特別会計へ
　繰出し　他）

3,020万２千円

●簡易水道及び飲用水総務費
（簡易水道特別会計へ
　繰出し　他）

999万１千円

12.9％

18.8％

3.4％

11.8％

4.9％

7.6％

3.9％

7.6％

25.3％

2.5％

●企画振興費 5,635万５千円
（路線バス運行業務委託及びバス路線維持費補助、八戸地域広域負担金　他）
●財産管理費 1,888万円
●文書広報費 391万円
●選挙費 1,302万７千円
（衆議院議員総選挙、新郷村長選挙費　他）
●徴税費 6,074万５千円
●戸籍住民登録費 1,981万８千円

●間木ノ平地区公園整備費
（間木ノ平浄化槽整備　他）

1,622万６千円
●観光総務費

2,583万２千円

●温泉事業管理運営費
2,599万２千円

●商工総務費
（間木ノ平グリ－ンパ－
ク管理委託料、地域商
工業振興事業補助　他）

5,808万３千円

●道路改良事業費
（温泉線整備　他）

1,112万７千円
●除雪対策費

1,712万６千円
●舗装事業費（長峰・川代線）

5,713万７千円
●特定環境保全公共下水道
特別会計へ

5,680万円
●急傾斜地崩壊対策負担金
（西越、上栃棚地区）

1,750万円

●非常備消防費
2,334万７千円

●八戸地域広域市町村圏
事務組合負担金

6,639万６千円
●消防施設費
（第６分団小型動力ポンプ
　付積載車購入　他）

1,046万円

（議会費・労働費）

1.3％

一
般
会
計

平成17年度決算額　27億5,363万８千円 歳 入

地方交付税 16億1,102万８千円

国・県支出金 ２億4,088万円

村　　　　債 ２億4,420万円

村　　　　税 １億8,418万８千円

そ　の　他 ４億7,334万２千円

民 生 費 ４億9,855万６千円

農林水産業費 ３億1,262万９千円

教 育 費
２億51万８千円

災害復旧費
3,586万９千円

公 債 費
６億7,108万円

そ の 他
6,599万９千円

●議会費
6,599万７千円

●労働費
２千円

58.5％

8.7％

8.9％

6.7％

17.2％

●社会福祉総務費 １億3,036万円
（介護保険会計へ繰出し、社会福祉協議会補助、温泉使用料、郡福祉事務組合負担金　他）
●老人福祉費 2,013万８千円
（養護老人ホーム措置費、ほのぼのコミュニティ21推進事業委託　他）
●障害者福祉費 4,868万５千円
（身体及び知的障害者施設訓練等支援費、重度心身障害者医療費給付　他）
●住民福祉費 １億1,299万７千円
（国保会計、診療所会計へ繰出し　他）

（保育所運営費　他）
●児童福祉総務費 １億1,583万７千円

●農業委員会費 2,861万９千円
●五戸台地管理事業費 5,070万８千円
●中山間直接支払事業費 4,937万円
●畜産事業費・放牧事業費 1,346万円
●有機資源センター新郷管理運営費 4,267万７千円
（管理運営費・バイオチョッパー購入費　他）

●林業費 6,145万１千円
（林道萱刈線開設事業・森林整備地域活動支援事業費、造林費　他）
●農林開発総務費 1,830万３千円
（農業集落排水会計への繰出し、農道用排水路等修繕工事　他）

●小学校費（維持管理経費、川代小屋
内運動場屋根塗装工事　他）

3,580万２千円
●中学校費（維持管理経費　他）

2,696万１千円
●奨学金貸付金 1,309万円
●社会教育費（公民館等維持管
理経費、各種学級講座開設費
他） 1,305万１千円
●保健体育費 876万１千円

●農業用施設災害復旧費
938万３千円

●公共土木施設災害復旧
事業費

2,648万６千円

●元金償還金
５億6,976万５千円

●利子償還金
１億1,131万５千円

　
平
成
18
年
度
の
各
会
計
決
算

が
、
平
成
18
年
９
月
の
新
郷
村
議

会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
決
算
は
、
私
た
ち
の
納
め
た
税

金
や
国
、
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
お

金
が
ど
ん
な
仕
事
に
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
、
私
た
ち
の
生
活
に
ど
の

よ
う
に
活
か
さ
れ
て
い
る
か
を
知

る
、
い
わ
ば
村
の
家
計
簿
と
も
い

え
ま
す
。

　
平
成
17
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
決
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額

は
、
歳
入
が
前
年
度
よ
り
６
億
３
千

６
５
６
万
５
千
円
減
額
の
27
億
５
千

３
６
３
万
８
千
円
。

　
歳
出
が
前
年
度
よ
り
６
億
７
千
３

４
１
万
６
千
円
減
額
の
26
億
５
千
２

６
９
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
差
引
額
１
億
９
４
万
７

千
円
の
う
ち
、
平
成
18
年
度
へ
の
繰

越
金
は
３
千
万
円
で
、
残
り
の
７
千

９
４
７
万
円
は
、
地
方
自
治
法
第
２

３
３
条
の
２
の
規
定
に
よ
り
基
金
に

繰
り
入
れ
ま
し
た
。

特別会計名 歳　　入 歳　　出
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２６億５,２６９万１千円
平成 17年度 一般会計決算額

２６億５,２６９万１千円

国 民 健 康
保　　　険

４億
４，７１２万９千円

４億
２，７０７万８千円

１億
２，０７５万９千円

１億
1,00９万３千円

４億
１，６９９万５千円

２億
１，３３７万７千円

０千円

３，５１３万９千円

１億
２，０７５万９千円

９，９６７万４千円

４億
１，６９９万５千円

２億
１，３２８万８千円

０千円

３，５０２万３千円

国 民 健 康
保険診療所

簡 易 水 道

老 人 保 健

特 定 環 境
保 全 公 共
下　水　道

公 共 用 地
先 行 取 得
事　　　業

農 業 集 落
排 水 事 業

３億
４，８３５万１千円

３億
３，８１４万３千円

介 護 保 険

平成17年度　特別会計決算

平成17年度決算額　26億5,269万１千円

総　務　費

民　生　費

衛　生　費

農林水産業費

商　工　費

土　木　費

消　防　費

教　育　費

災害復旧費

公　債　費

そ　の　他

３億4,166万２千円

４億9,855万６千円

１億9,166万８千円

３億1,262万９千円

１億2,937万８千円

２億7,191万７千円

１億1,341万５千円

２億0,551万８千円

１億3,586万９千円

６億7,108万円

6,599万９千円

歳 出

総 務 費 ３億4,166万２千円

消 防 費
１億341万５千円

土 木 費
２億191万７千円

商 工 費
１億2,937万８千円

衛 生 費
9,166万８千円

●老人保健対策費
（癌検診委託料　他）

878万８千円

●環境衛生費（ゴミ収集等
委託、し尿処理負担金、
ゴミ処理負担金　他）

2,629万９千円

●老人医療対策費
（老人保健特別会計へ
　繰出し　他）

3,020万２千円

●簡易水道及び飲用水総務費
（簡易水道特別会計へ
　繰出し　他）

999万１千円

12.9％

18.8％

3.4％

11.8％

4.9％

7.6％

3.9％

7.6％

25.3％

2.5％

●企画振興費 5,635万５千円
（路線バス運行業務委託及びバス路線維持費補助、八戸地域広域負担金　他）
●財産管理費 1,888万円
●文書広報費 391万円
●選挙費 1,302万７千円
（衆議院議員総選挙、新郷村長選挙費　他）
●徴税費 6,074万５千円
●戸籍住民登録費 1,981万８千円

●間木ノ平地区公園整備費
（間木ノ平浄化槽整備　他）

1,622万６千円
●観光総務費

2,583万２千円

●温泉事業管理運営費
2,599万２千円

●商工総務費
（間木ノ平グリ－ンパ－
ク管理委託料、地域商
工業振興事業補助　他）

5,808万３千円

●道路改良事業費
（温泉線整備　他）

1,112万７千円
●除雪対策費

1,712万６千円
●舗装事業費（長峰・川代線）

5,713万７千円
●特定環境保全公共下水道
特別会計へ

5,680万円
●急傾斜地崩壊対策負担金
（西越、上栃棚地区）

1,750万円

●非常備消防費
2,334万７千円

●八戸地域広域市町村圏
事務組合負担金

6,639万６千円
●消防施設費
（第６分団小型動力ポンプ
　付積載車購入　他）

1,046万円

（議会費・労働費）

1.3％

一
般
会
計

平成17年度決算額　27億5,363万８千円 歳 入

地方交付税 16億1,102万８千円

国・県支出金 ２億4,088万円

村　　　　債 ２億4,420万円

村　　　　税 １億8,418万８千円

そ　の　他 ４億7,334万２千円

民 生 費 ４億9,855万６千円

農林水産業費 ３億1,262万９千円

教 育 費
２億51万８千円

災害復旧費
3,586万９千円

公 債 費
６億7,108万円

そ の 他
6,599万９千円

●議会費
6,599万７千円

●労働費
２千円

58.5％

8.7％

8.9％

6.7％

17.2％

●社会福祉総務費 １億3,036万円
（介護保険会計へ繰出し、社会福祉協議会補助、温泉使用料、郡福祉事務組合負担金　他）
●老人福祉費 2,013万８千円
（養護老人ホーム措置費、ほのぼのコミュニティ21推進事業委託　他）
●障害者福祉費 4,868万５千円
（身体及び知的障害者施設訓練等支援費、重度心身障害者医療費給付　他）
●住民福祉費 １億1,299万７千円
（国保会計、診療所会計へ繰出し　他）

（保育所運営費　他）
●児童福祉総務費 １億1,583万７千円

●農業委員会費 2,861万９千円
●五戸台地管理事業費 5,070万８千円
●中山間直接支払事業費 4,937万円
●畜産事業費・放牧事業費 1,346万円
●有機資源センター新郷管理運営費 4,267万７千円
（管理運営費・バイオチョッパー購入費　他）

●林業費 6,145万１千円
（林道萱刈線開設事業・森林整備地域活動支援事業費、造林費　他）
●農林開発総務費 1,830万３千円
（農業集落排水会計への繰出し、農道用排水路等修繕工事　他）

●小学校費（維持管理経費、川代小屋
内運動場屋根塗装工事　他）

3,580万２千円
●中学校費（維持管理経費　他）

2,696万１千円
●奨学金貸付金 1,309万円
●社会教育費（公民館等維持管
理経費、各種学級講座開設費
他） 1,305万１千円
●保健体育費 876万１千円

●農業用施設災害復旧費
938万３千円

●公共土木施設災害復旧
事業費

2,648万６千円

●元金償還金
５億6,976万５千円

●利子償還金
１億1,131万５千円

　
平
成
18
年
度
の
各
会
計
決
算

が
、
平
成
18
年
９
月
の
新
郷
村
議

会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
決
算
は
、
私
た
ち
の
納
め
た
税

金
や
国
、
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
お

金
が
ど
ん
な
仕
事
に
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
、
私
た
ち
の
生
活
に
ど
の

よ
う
に
活
か
さ
れ
て
い
る
か
を
知

る
、
い
わ
ば
村
の
家
計
簿
と
も
い

え
ま
す
。

　
平
成
17
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
決
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額

は
、
歳
入
が
前
年
度
よ
り
６
億
３
千

６
５
６
万
５
千
円
減
額
の
27
億
５
千

３
６
３
万
８
千
円
。

　
歳
出
が
前
年
度
よ
り
６
億
７
千
３

４
１
万
６
千
円
減
額
の
26
億
５
千
２

６
９
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
差
引
額
１
億
９
４
万
７

千
円
の
う
ち
、
平
成
18
年
度
へ
の
繰

越
金
は
３
千
万
円
で
、
残
り
の
７
千

９
４
７
万
円
は
、
地
方
自
治
法
第
２

３
３
条
の
２
の
規
定
に
よ
り
基
金
に

繰
り
入
れ
ま
し
た
。

特別会計名 歳　　入 歳　　出
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10
月
５
日
、
三
戸
郡
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
主
催
の
第
10
回
三
戸
郡
老

人
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
五

戸
町
の
小
渡
平
公
園
で
開
催
さ
れ
、

約
１
２
０
人
の
選
手
が
参
加
し
、

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
ゴ
ル
フ

を
ア
レ
ン
ジ
し
た
ス
ポ
ー
ツ
で
、

ル
ー
ル
も
簡
単
な
こ
と
か
ら
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
手
軽
に
楽
し

め
る
と
し
て
、
年
々
競
技
人
口
は

増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
大
会
に
は
本
村
か
ら
９
人
の

選
手
が
出
場
。
熱
戦
の
結
果
、
本

村
の
岡
田
束
志
さ
ん
が
男
子
の
部

で
第
４
位
に
入
賞
し
、
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
賞
も
獲
得
し
ま
し
た
。

　
９
月
26
日
、
新
郷
村
交
通
安
全

対
策
協
議
会
が
村
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
と
新
郷
診
療
所
で
、「
高
齢
者

出
前
交
通
安
全
教
室
」
を
開
き
、

お
年
寄
り
に
夜
間
に
外
出
す
る
際

の
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
る

と
と
も
に
、
夜
光
反
射
材
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
同
協
議
会
で
は
、
お

年
寄
り
に
あ
ら
か
じ
め
交
通
安
全

教
室
の
開
催
日
や
開
催
場
所
を
周

知
し
た
う
え
で
参
加
を
呼
び
か
け

て
い
ま
し
た
が
、
各
施
設
に
直
接

出
向
い
て
教
室
を
開
く
の
は
初
め

て
の
試
み
。

　
新
郷
診
療
所
で
は
、
戸
来
駐
在

所
の
中
里
所
長
が
待
合
室
に
い
る

お
年
寄
り
約
10
人
を
前
に
、「
夕

方
や
夜
間
は
明
る
い
色
の
服
を
着

用
し
、
反
射
材
を
つ
け
て
歩
き
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
里
所
長
と
五
戸
地
区

交
通
指
導
隊
戸
来
支
隊
の
佐
々
木

房
甫
支
隊
長
が
、
お
年
寄
り
の
靴

に
交
通
事
故
防
止
の
一
助
と
な
る

よ
う
夜
光
反
射
材
を
張
り
付
け
、

お
年
寄
り
か
ら
と
て
も
喜
ば
れ
て

い
ま
し
た
。

▲ 診療所の待合室でお年寄りを前に講話
をする中里戸来駐在所長（左）

▲ グラウンドゴルフに参加
したお年寄り

▲ 靴に反射シールを貼り付けてもらうお年寄り

　
毎
年
恒
例
の
村
民
体
育
大
会
が

９
月
23
日
、
村
内
の
各
小
中
学
校

な
ど
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
住
民

ら
が
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し

た
。

　
こ
の
日
の
天
候
は
秋
晴
れ
で
、

ま
さ
し
く
ス
ポ
ー
ツ
日
和
。

　
開
会
式
で
は
、
佐
藤
教
育
長
と

横
田
議
長
が
選
手
を
激
励
。
選
手

を
代
表
し
て
川
代
地
区
の
鳥
谷
部

弘
文
さ
ん
が
、
中
平
秀
夫
村
体
育

協
会
会
長
を
前
に
選
手
宣
誓
を
し

ま
し
た
。

　
７
種
目
の
競
技
で
熱
戦
が
展
開

さ
れ
た
結
果
、
昨
年
に
続
き
戸
来

地
区
が
総
合
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

【
総
合
成
績
】

　
優
　
　
勝
・
・
・
戸
来
地
区

　
準
優
勝
・
・
・
西
越
地
区

　
３
　
　
位
・
・
・
小
坂
地
区

　
４
　
　
位
・
・
・
川
代
地
区

【
種
目
別
優
勝
地
区
】

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
　
　
戸
来
地
区

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
　
小
坂
地
区

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
　
西
越
地
区

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
　
　
戸
来
地
区

　
卓
　
　
球
　
　
　
　
戸
来
地
区

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
　
　
戸
来
地
区

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
　
西
越
地
区

▲ 中平村体育協会会長（右）を前に選手宣誓
をする鳥谷部さん（中央）

▲ 熱気ムンムンのバレーボールの試合

診
療
所
の
待
合
室
で

　
　
高
齢
者
出
前
交
通
安
全
教
室

岡田　束志さんが
第４位（男子の部）！

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
も
獲
得
！

三
戸
郡
老
人

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
41
回
村
民
体
育
大
会

戸
来
地
区
が
２
連
覇
を
飾
る
！
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村
内
全
域
に
わ
た
り
米
の
不
作

が
確
実
に
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
10
月
６
日
、
須
藤
村
長
は
中

島
三
八
地
域
県
民
局
長
の
も
と
を

訪
れ
、
「
共
済
組
合
、
関
係
機
関

と
も
十
分
連
携
を
図
り
、
新
郷
村

の
米
作
り
農
家
の
救
済
に
あ
た
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
支
援
を
要

請
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
本
村
の
産
業
建
設
課
の

横
田
産
業
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
が
、

村
内
の
米
の
作
柄
状
況
と
現
在
ま

で
村
が
取
り
組
ん
で
き
た
経
緯
等

を
説
明
。

　
こ
れ
に
対
し
、
中
島
三
八
地
域

県
民
局
長
は
「
新
郷
村
の
状
況
は

担
当
課
か
ら
聞
い
て
お
り
ま
す
。

県
や
共
済
組
合
と
も
十
分
連
携
を

取
り
協
議
を
重
ね
、
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

新
郷
村
の
米
の
冷
害

三
八
地
域
県
民
局
長
に

　
　
　
　
　
支
援
を
要
請
！

　
国
道
・
県
道
の
整
備
促
進
を
図

る
た
め
９
月
28
日
、
本
村
で
、
三

八
地
域
県
民
局
地
域
整
備
部
の
職

員
ら
と
須
藤
村
長
ら
が
本
村
の
主

要
道
路
の
現
地
視
察
と
意
見
交
換

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
の
は
、
三
八
地
域
県

民
局
地
域
整
備
部
の
神
部
長
と
五

十
嵐
調
整
監
ら
一
行
７
人
、
本
村

か
ら
は
須
藤
村
長
、
横
田
議
長
、

東
副
議
長
、
中
平
土
木
常
任
委
員

長
、
長
根
交
通
安
全
対
策
協
議
会

副
会
長
ら
８
人
。

　
須
藤
村
長
ら
は
県
道
戸
来
十
和

田
線
（
鹿
田
地
内
）
の
改
良
工
事

や
国
道
４
５
４
号
旧
郵
便
局
前
改

良
工
事
、
県
道
栃
棚
手
倉
橋
線

（
上
栃
棚
地
内
）
の
早
急
な
整
備

促
進
を
県
側
に
要
望
し
、
県
民
局

職
員
を
現
地
に
案
内
し
ま
し
た
。

　
視
察
し
た
神
部
長
は
、
「
道
路

は
安
全
安
心
を
第
一
に
考
え
、
国

道
を
重
点
的
に
整
備
し
て
い
き
ま

す
が
、
工
事
を
進
め
る
た
め
に
は

地
域
住
民
の
御
理
解
と
何
よ
り
用

地
の
承
諾
が
大
事
で
す
。
こ
れ
ら

の
問
題
が
解
決
さ
れ
御
協
力
い
た

だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
県
と
し
て

も
積
極
的
に
工
事
を
進
め
る
考
え

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
村
で
は
、
今
後
も
機
会
あ
る
ご

と
に
県
に
道
路
や
河
川
等
の
整
備

を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
10
月
７
日
、
美
郷
館
で
、
ど
よ

う
塾
「
音
楽
鑑
賞
会
」
が
開
催
さ

れ
、
来
場
者
が
岩
手
大
学
吹
奏
楽

部
の
演
奏
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
大
雨
に
見
舞
わ
れ
、

青
森
県
ば
か
り
か
岩
手
県
に
も
大

雨
警
報
が
発
令
さ
れ
る
ほ
ど
で
、

あ
や
う
く
開
催
中
止
か
と
思
い
き

や
、
岩
手
大
学
吹
奏
楽
部
の
メ
ン

バ
ー
約
50
人
は
、
盛
岡
か
ら
約
３

時
間
か
け
て
貸
し
切
り
バ
ス
と
楽

器
を
積
載
し
た
ト
ラ
ッ
ク
で
来
村
。

　
演
奏
会
は
予
定
通
り
の
時
間
に

始
ま
り
、
悪
天
候
の
影
響
で
観
客

は
ま
ば
ら
だ
っ
た
も
の
の
、
時
代

劇
メ
ド
レ
ー
な
ど
身
近
な
音
楽
が

次
々
と
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
ね
ぶ
た
囃
子
と
と
も

に
半
天
を
着
た
学
生
た
ち
が
ハ
ネ

ト
に
な
っ
て
登
場
す
る
と
、
観
客

は
意
表
を
つ
か
れ
た
様
子
で
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

▲ 岩大生から楽器を借りて演奏に加わる子どもたち

▲ 半天を着て、ハネトにふんし演奏にあわせて踊る岩大生たち

▲ 県道栃棚手倉橋線の視察

▲ たかまん商店前から国道を視察する県職員ら

はんてん

生
活
道
路
の
早
急
整
備
を
！
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三
八
地
域
県
民
局
地
域
整
備
部
に
要
望

どよう塾どよう塾

ハ
ネ
ト
も
登
場
！
　

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
曲
を
演
奏

♪
岩
手
大
学
吹
奏
楽
部
訪
問
演
奏
会
♪

は
ん
て
ん

ば
や
し
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（１１月は児童虐待防止月間です。）

虐待はどこの家庭でもおこりうることです。
＊子育て中はみんな悩んでいます。育児のこと、家族

間のこと、社会からの孤立感･･･そんな時、子育て
メイトとお話ししてみませんか？　子育てメイトは
子育ての先輩として、気軽な相談相手として、地域
のなかで活動しています。

＊新郷村子育てメイトは次の方々です。
　　★中平　慶子…川代　　★長峯　典子…長峰
　　★横田るみ子…中里　　★伊調美智子…金ヶ沢
　　★坂根みつえ…上栃棚　★中鶴間淳子…西越
　お話された内容については、子育てメイトの守秘義
務により守られます。気軽に声を掛けてください。

　もしも、もしも…
　「虐待かな？」と思ったら、、、、通報、相談を下
記で受付ます。
　役場　住民グループ　‡78－2111（内線604）
　八戸児童相談所　　　‡27－2271
　こども虐待ホットライン　‡0120－74－6552（24時間受付）
　　　＊連絡をいただいた方の秘密は必ず守ります。

　すべての国民は虐待を受けたと思われる子どもを発
見した場合、市町村や児童相談所などに通告、連絡を
することが法律で義務付けられています。

「子どもの笑顔を大切に！」

＊＊子育てには地域の理解と支えが必要です＊＊

し ょ う ぼ う 情 報 ＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆

　消防本部には平成１７年中に、約１７，０００件の１１９
番通報がありました。そのうち約５，０００件がまちがい・
いたずら・問い合わせなどの電話です。１１９番はみなさ
んの生命・財産を守るための大切な緊急電話です。正し
い１１９番通報が災害を最小限に食い止める第一歩です。
　１１９番は消防本部の通信指令室（八戸市）につながり
ます。火災・救急・救助などの緊急時には、こちらの問
いかけに簡潔に答えてください。

◎１１９番通報の注意点
△「火事」か「救急」の区別をはっきりと
△落ち着いて住所（場所）、付近の目標を
△「火事」または「救急」の内容を簡単に
△あなたの名前と、通話している電話番号を

《通信指令室一般公開》
◇１１９番通報が入り、消防隊・救急隊が出動して帰署す

るまでのシステムを紹介します。
日　　　時　平成１８年１１月４日（土）、５日（日）
　　　　　　午前１０時から午後４時まで
場　　　所　消防本部通信指令室（八戸消防署３階）
問い合わせ　消防本部指令救急課　‡４４－２１３５

☆消防に関するお問い合わせは、五戸消防署西分遣所まで  ‡７８－２１１９

「女性のため

の 相 談 所」

開　設

「あなたの「もしや？」が子どもを救う。」

　青森地方法務局八戸支局、八戸人権擁護委員協議会では、女性を巡る様々な人権問題
に関する相談に応じるために、相談所を開設します。お気軽にご相談ください。

い　　　つ　　平成１８年１１月１７日（金）午前８時３０分～午後５時まで
ど こ で　　青森地方法務局八戸支局（八戸市根城９丁目１３－９）‡２４－３３４６
相 談 方 法　　「面接相談」または「電話相談」
相 談 内 容　　夫やパートナーからの暴力、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー問題など
相談担当者　　人権擁護委員・法務局職員
問い合わせ先　　青森地方法務局八戸支局総務課総務課長　築達（‡２４－３３４６）
　　　　　　　※相談は無料、秘密は守られます。

ご存じですか？ 11月9日は「119番の日」です

（ ）
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編
集
を
終
え
て

　
た
だ
今
、歯
の
全
面
改
築
中
で
あ
る
。

そ
れ
も
こ
れ
も
近
い
将
来
、
入
れ
歯
に

な
り
た
く
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
堅
い

決
意
を
も
っ
て
通
い
始
め
た
の
だ
が
、歯
の
治
療
は
実
に
根
気
が
い
る
。

　
ま
ず
、
歯
を
削
ら
れ
る
時
の
振
動
と
痛
み
に
耐
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
痛
み
の
方
は
麻
酔
を
か
け
て
や
る
た
め
な
ん
と
か
我
慢
で
き
る

が
、
頭
に
響
く
振
動
に
関
し
て
は
避
け
よ
う
が
な
く
、「
つ
ら
い
よ
う

で
し
た
ら
、
左
手
を
あ
げ
て
く
だ
さ
い
！
」

と
歯
科
医
は
い
っ
て
く
れ
る
も
の
の
、
ま

だ
一
度
も
実
行
し
た
こ
と
は
な
い
。

　
こ
の
間
、
治
療
中
に
顔
全
体
に
水

蒸
気
が
か
か
っ

た
が
、
治
療
は

か
ま
わ
ず
続

行
さ
れ
、
自
然
乾
燥
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
歯
医
者
か
ら

の
帰
り
は
、
き
ま
っ
て
顔
が
崩
れ
て
い

る
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｅ
）

　介護保険制度の概要や利用のしかた、新郷村で行わ
れている福祉サービス、正しい介護のしかたなどにつ
いての教室を開催いたします。
　正しい知識を身につけて、今後の介護に役立て、頑
張りすぎない介護を一緒に行っていきましょう！！
日　　程　　平成１８年１１月８日（水）
時　　間　　午後１時３０分～３時３０分（２時間）
場　　所　　新郷村総合福祉センター（集会室）
服　　装　　介護の実技を行いますので、
　　　　　　動きやすい服装でおいでください。
申し込み　　１１月１日（水）までに電話でご連絡ください。
新郷村役場　厚生グループ　新郷村在宅介護支援センター
　　　　　　担　当　坂 根 光 代
　　　　　　ＴＥＬ６１－７５６０ＦＡＸ６１－７５７５

１．日　程

２．申請に必要なもの

新規（新たに申請する人、使用機械・申請者に変更のある人）
　・使用機械販売（譲渡）証明書（ 耕作者が親から子へ変更になった場合は、前年度の使用者証が ）　　　　　　　　　　　　　　　　 あれば住民票もしくは保険証のコピーでも可
　・県証紙４００円（役場で用意）

更新（免税軽油使用者証の裏についてあるハンコが２つの人）
　・免税軽油使用者証　　・県証紙４００円（役場で用意）

継続（免税軽油使用者証の裏についてあるハンコが１つの人）
　・免税軽油使用者証

すべての申請者は、印鑑・切手４４０円（役場で用意）・耕作証明書（３００円）が必要です
問い合わせ先：役場産業建設課：産業グループ　ＴＥＬ７８－２１１１（内線３０４）

　年間に受け取る年金額が、１０８万円以上（６５
歳以上の方は１５８万円以上※金額は平成１８年の
ものです）の方については、各支払期に支払われる
年金額から所得税が源泉徴収されます。支払われる
年金から配偶者控除や扶養控除等の各種控除を受け
るためには、毎年「扶養親族等申告書」を提出して
いただく必要があります（控除対象配偶者や扶養親
族となる方がいない場合でも、受給者本人にかかる
基礎控除を受けることができますので、申告書を提
出する必要があります。）
　この「扶養親族等申告書」の用紙（はがき）は１０月
下旬から１１月上旬頃（※予定）に社会保険業務セ
ンターから送付されますので、１２月上旬（※予定）
の提出期限までに提出してください（年金額が少な
くて源泉徴収の対象とならない方、障害年金や遺族
年金を受けている方には申告書は送られません。）
　もし期限までに申告書が提出されないと、支払わ
れる年金から各種控除が受けられず、源泉徴収され
る所得税の額が多くなりますのでご注意ください。
　なお、２つ以上の年金の支払者に対し申告書を提
出している方や、年金以外に給与等の所得がある方
などは、確定申告をする必要があります。
　詳しくは、お近くの社会保険事務所またはねんき
んダイヤル（０５７０－０７－１１６５ 土・日・祝日
を除く午前８時３０分から午後５時まで）までお問
い合わせください。

　年末は、し尿くみ取りの申し込みが集中し混雑します
ので、年内にくみ取りを希望される方は、12月9日（土）
までに下記の業者に申し込みをしてください。

申し込み先：青森県南清掃株式会社 五戸営業所 ＴＥＬ６２－２４１６
　　　　　本社（十和田市）ＴＥＬ０１７６－２３－４３５１

受 付 月 日

１１月７日（火）

１１月８日（水）

１１月９日（木）

受 付 時 間

午前９時～午後４時

午前９時～午後４時

午前９時～午後４時

対 象 地 区

西 越 地 区

南 川 目 地 区

北 川 目 地 区

受 付 場 所

西 越 地 区 公 民 館

山村開発センター２階和室

人の動 き

男　1,612人（±０人）
女　1,692人（－５人）
計　3,304人（－５人）

世帯数971世帯（－1世帯）
（平成18年10月1日現在）

ま ご こ ろ 介 護 教 室

平成19年に使用する農業用免税軽油の交付申請受付について

扶養親族等申告書が送付されます

今回、方言入門はお休みします

年末のし尿くみ取りの申し込みはお早めに！
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